































































































































































































































































































































































































































































































































































































































46）王衛平，黄鴻山『中国古代伝統社会保障与慈善事業』群言出版社, p.48, p.50, p.52。
47）夫馬進『中国善会善堂史研究』同朋舎出版，1997，p.33。
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惠民药局，义塚および预备仓を設置し，国民を大事にする政策を実施した）と記載されている。
明太祖は，福祉に対して明確なイメージをもっていた。そして，明太祖が李善長に編纂を命じ，
唐代の法律を理想として1367年に制定した明代の刑法典である『大明律』48)のなかで法律の形
式によって，各レベルの地方政府に福祉関連施策を実施することを求めた49)。「凡鰥寡孤独及
篤疾之人贫穷无亲属依倚不能自存，所在官司应收养而不收养者杖六十。若应给衣粮而官吏尅减
者以监守自盗论」（すべての頼る人がいないやもめ，孤独者および病者を政府が施設に収容する。
該当者を施設に収容しようとしない地方政府の官僚は，六十杖の罰が課される。衣食を提供し，
関係者を救済しない官僚は職務上の横領をすることになる）と規定された。その以後の皇帝も
福祉政策を重視していた。養済院，恵民薬局などの社会福祉施設が全国に設置された。明代の
法律によって定められた養済院は，その前の唐代の“悲田院”，“養病坊”，宋代の養安済院な
どよりもっと整備された制度と考えられている。明代の養老政策は，次の四つの制度で構成さ
れている。すなわち①老人およびその親族の徴兵を免除する，②貧困の老人に対する物資の提
供，③老人が犯罪者とされた場合の減刑，④養済院の設置である50)。
　当時の政府が運営する福祉施設の経費は，大部分は常平倉から支出された。政治的に安定し
た時期には，十分に経営できたが，動乱期には福祉施設の運営状況は困難であった。そのよう
な時期においては，民間福祉事業が一定の効果を発揮した。特に，経済的に豊かな江南地方で
は，民間福祉事業が盛んに行われた。江南地方の福祉事業は，当初富裕者の寄付を契機に組織
的団体運営の施設が形成された51)。個人的な寄付による救済や道路・橋梁の復旧整備は昔から
あったが，明代になると広く行われた。富裕者たけでなく，普通の庶民も協力した。それは明
代以来次第に強まる漸進的な傾向となる。明代後期，一般的な民間的福祉組織は同善会であっ
た。1590年に，河南省虞城県に最初の同善会が出現した。しかし，多く組織されたのは江南地
方であった。江南の武進，無錫などに相次いで同善会を創設された。江南地方の同善会と河南
省虞城県の同善会と比較すれば相違がある。河南省虞城県の同善会には，二つの意味があった。
一つは，地方の有名人を連携する団体ということで，いま一つは同時に救済団体としての意味
もあった。江南地方の同善会は，救済目的だけの団体であった。江南地方の同善会のもう一つ
の特色は，道徳基準の要求も重視されたというところにある52)。
48）http://100.yahoo.co.jp/detail/%E5%A4%A7%E6%98%8E%E5%BE%8B/
49）王衛平，黄鴻山『中国古代伝統社会保障与慈善事業』，群言出版社，p.197。
50）同上書，pp.66-79。
51）同上書，p.198。
52）同上書，p.199。
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　10　清代（紀元1644─1911年）の救済制度と福祉事業
　清代において，荒政はもっとも整備された。整備された官僚機構を通じて，発生した災害の
規模と被災状況を報告すること，迅速に被災者を救済すること，そして免税措置などの処分を
すること等が一連の緊密な行政過程としてつながり，救済の効率が格段に高度化した。
　大規模災害に対しては，まずは災害に対する備えである。これは，次の二つの制度で構成さ
れていた。すなわち，①一定量の食糧の備蓄を重視していた。前代同様，常平倉・社倉・義倉
を設置した。②農業生産の増進，つまり荒れ果てた土地を開拓し，農業技術を向上させること
と水利を重視していた。大規模災害発生時の救助については，次の三つの制度で構成された。
すなわち，①地方政府は中央政府に災害の発生と被災の状況を報告する責任が課された。中央
政府は，②被災地の状況を精査し，適切な救済措置をとる。③被災者の免税および徴兵を猶予
する。
　養老政策については，第一は，普通の老人に対する養老政策である。それは次の四つの制度
で構成された。すなわち，①老人およびその介護家族に対して徴兵を免除すること，②80歳以
上の老人への物資の提供，③90歳以上の老人に対する介護訪問およ物資の提供，④老人に対す
る法令および政策上の優遇である。第二は，官僚が高齢退職した場合の養老政策である。現代
中国とほぼ同様，定年退職後に養老年金が給付された。第三は，身寄りのない老人に対しては，
彼らを収容する養済院が設置された。
　現代の中国においては，清代までの中国は‘封建社会’と呼ばれている。封建社会の生活保
障は，社会安定と階級矛盾を緩和するために作られた制度であり，保障の限定性があると考え
られている。限定性とは，大規模災害などが発生した場合，地域社会としての被災地の救済を
重視するが，被災者以外の一般的な貧困者などに対する救済は重視されなかったなどの問題が
あり，保障範囲が普遍的ではなく，法制度的に不十分だったと考えられている53）。
第２章　近代の社会保障制度
　1840年のアヘン戦争以後，中国は半封建半植民地の社会になった。国民にとっては，生活を
維持していくことが，非常に困難な時期であった。国内外の戦争が相次いで起こっただけでな
く，大規模自然災害も頻繁に発生した。しかし，このような状況のもとで，清代旧来の保障制
度に代わって，次のような新しい保障制度が出現した。
　その第一は，専門的な保障機構が設置されたことである。19世紀以前には，専門的な保障機
関が設立されていなかった。救済する必要がある場合は，すべて皇帝の命を受けた官僚が救済
53）同上書，pp.95-110。
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の任務を執行した。1906年，清代政府は，西洋の制度を取り入れ，民政部を設置した。救済す
る職務と権限は民政部に与えられた。中華民国の成立後，中央政府から地方政府にいたるまで，
民政管理機構を設立した。そこでは，全国および地方の救済などの事務が執行された。
　第二は，次第に救済する事務管理の制度が形成されていったことである。封建社会は‘人治’
社会であったが，本格的な救済システムはなかった。中華民国の成立以後，救済に対して，西
洋の制度になって，救済制度が定められた。たとえば，1928年，国民政府が救済の仕組みを明
確にする「勘報災歉条例」と「救済院規則」を制定した。そして，1943年，国民政府は「社会
救済法」を公布した。これは，中国史上初めて，社会救済に関する専門的な法規を定めたもの
である。
　第三は，各種福祉団体が増加したことである。1930年，内政部は18の省を調査した。それに
よると，同年，福祉団体は1621団体が存在していた。これらの団体を通じて，孤独者，貧困者，
被災難民等を支援することになっていた。
　第四は，軍人およびその家族に対して，住居を確保することを法律的に規定したことである。
近代の中国は，国内外の戦争が相次いで起ったため，社会情勢が不安定であった。それ故に，
政府は軍人の住居の確保を重視した。「陸軍平戦時補償暫行条例」「海軍平戦時補償暫療条例」「陸
軍徴募および退役帰休費を給与規則」等，戦功がある軍人・負傷軍人，戦死した軍人および家
族に対して優遇する制度が強化された。
むすびにかえて
　これまで述べてきたところを簡潔に総括する。
　中国の歴史を見ると，西周からの思想家たちは，国民を基本とする国家運営を主張し，生産
環境の改善および農業生産水準の向上，国民の生活環境および生活水準の改善を図ることを中
心に考えた。たとえば，孟子は，小農経済の発展を主張し，児童および老人の保護を重視した。
特に重視していたのが未亡人・孤独者に対する救済であった。墨子は，利民および救済を重視
した。孔子等の思想家は「大同社会論」を主張し，特に孔子の『礼記，礼運篇，大同章』の中
には，「平等の制度によって，安定した大同社会になる」と論じた。
　宋代以後，儒教，仏教，道教の三教は統合された。特に，倫理道徳方面，仏教，道教は，儒
教化した。三教合一，仁義を中心とする王制思想が主張された。これら各方面の思想は中国古
代福祉事業の思想的基盤をなした。
　西周から，近代に至るまで，統治者は儒教，仏教および道教の影響を受け，政府が社会を安
定させるために，国民の生活保障に努力した。救済制度と福祉事業が行われた。救済に関して
は荒政政策が重要であった。荒政政策では，常平倉と義倉が中心だった。福祉事業に関して重
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要なものは，悲田養病坊であったと考えられる。
　王朝が頻繁に交替する歴史展開の原因を考えみると，新しい王朝を建設されたときには救済
制度と福祉事業が重視されたが，大規模災害が発生しても被災者と被災状況を救済・回復でき
なくなったときに王朝が滅亡したと思われる。たとえば，隋代の隋文帝は救済と福祉事業を重
視し，社会の安定を実現したが，隋代末期の隋炀帝は豪奢な個人生活に終始し，救済と福祉事
業をなおざりにしたので見事に隋が滅亡したと考えられる。
　西周の時代から政府が実施した生活保障に関連する諸施策は，国家の統制と管理によって国
民の生活環境を保障し安定させる意図があった。それは，現在の社会保険制度と関係があると
考えられる。古代と現代を問わず，社会安定のためには，国民が安定した生活ができるように，
基本的な社会保障制度が必要とされている。しかし，古代から現代に至るまで，それら萌芽的
諸施策には不平等なところがあったと思われる。たとえば，元代の首都・大都（北京）におけ
る救済制度は，都市部と農村部を分離したものであり，二元的構成を許容していた。今日にも
通ずる克服すべき課題である。
　孔子等の古代の思想家の「大同社会論」を参考とし，社会の安定を図り，世界平和の実現に
向かうためには，国と時代を超えて，国民全体に平等な社会保障制度が必要だと考えられる。
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